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国見町図書館の基本的運営方針 

趣旨  国見町図書館の基本的運営方針は、図書館法（昭和 25年法律第 118号）及び図書

館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24年文部化科学省告示第 172号）に基づ

き策定します。 

１  基本理念  

読書の良さを活かし、読書を楽しむ町民があふれ、読書を通じて心の豊かさを育む「読

書の町・国見」 

２  基本方針  

国見町図書館は、これまで国見町観月台文化センター図書室が基本理念を踏まえて、

「国見町教育委員会重点施策」及び「国見町子ども読書活動推進計画」並びに「国見町公

民館の運営方針と努力目標」に基づき取り組んできた役割を継続しながら、地域と時代の

要請に応じながら、利用者の自主的な学習を支援し、利用者に寄り添う図書館として、次

に掲げる拠点を目指します。 

（１）子どもから大人まで全ての利用者の豊かな心を育む読書活動の拠点 

（２）利用者の仕事や生活の中にある課題を解決するなど地域の発展を支える情報拠点 

（３）これからの世代を担う子どもたちの学校教育と家庭教育の向上に資する教育支援の

拠点 
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（４）東日本大震災と福島原発事故からの復旧とこれまでの復興の過程を風化させず後世

に継承するアーカイブ拠点 

この基本的運営方針の期間は、令和２年度から令和４年度の 3年間とし、随時見直しま

す。 

国見町図書館が取り組む業務の対象は、個々の町民のみを対象とするのではなく、国見

町観月台文化センターを訪れ、国見町図書館を利用する全ての利用者を対象とします。 

３  主要な事業  

基本方針の実現に向けて、以下の事業に取り組みます。 

（１）子どもから大人まで全ての利用者の豊かな心を育む読書活動の拠点を目指

して  

①子どもから高齢者、障害のある方もない方も全ての利用者が身近に感じ、円滑に利用

しやすい読書環境を整備します。 

②利用者の要望や、地域の実情、社会の要請に留意して「国見町図書館資料収集方針」

に基づき資料の充実に努めます。なお、蔵書に無い資料については、福島県立図書館

の協力貸出や、県内図書館や他県・大学図書館との相互貸借など協力しながら、資料

の提供に努めます。 
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③郷土を知り、研究し、次の世代に継承するために、郷土資料及び地方行政資料を収集

します。特に郷土資料については、国見町文化財センター「あつかし歴史館」と連携

しながら収集に努めます。また、主要な地方紙や視聴覚資料等の多様な資料の収集に

も努めます。 

（２）利用者の仕事や生活の中にある課題を解決するなど地域の発展を支える情

報拠点を目指して  

①地域の情報拠点として、資料や情報を基にレファレンスサービスを充実します。な

お、福島県立図書館の協力レファレンスの支援を受けるなど、利用者の相談に的確、

かつ迅速に対応するレファレンスサービスに努めます。 

②多様化する利用者ニーズや、観月台文化センター利用者を含めた利用の促進、地域の

実情に対応した図書館サービスを充実します。また、利用者の自主的・自発的な学習

活動支援の講座を開催する等、学習機会の確保に努めます。 

③図書館に対する利用者の理解や関心の向上、新たな利用者拡大のために、図書館サー

ビス情報を、国見町ホームページや、町広報誌、図書館だより等の多様なツールで分

かりやすく広く発信します。 

④地域で活動する読み聞かせ団体等の図書関係団体と連携して、利用者ニーズや地域の

実情に応える読書活動を推進するとともに、図書関係団体等を広く紹介する等、その

活動を支援します。 
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（３）これからの世代を担う子どもたちの学校教育と家庭教育の向上に資する教

育支援の拠点を目指して  

①子どもに読書の楽しさを実感させ、生涯にわたる望ましい読書習慣を形成させるため

に、学校や、家庭、地域等が一体となり国見町子ども読書活動推進計画（第２次）を

推進します。 

②子どもたちやその保護者へ読書の楽しみを届けるため、国見小学校への子ども移動図

書館や、３ヵ月児健診時に合わせたブックスタート等のアウトリーチ活動を充実しま

す。 

③学校や地域で読書の楽しさ・大切さを広めるジュニアリーダーとして、子ども司書を

養成し、おはなし会や子ども移動図書での活動を充実します。 

④学校図書室と連携を深め、情報の共有を進めます。また、調べ学習用の図書資料の充

実や、リサイクル図書を提供する等、子どもたちの学校での読書活動や自己学習の支

援を充実します。 

⑤子どもの読書活動に関わる子ども移動図書指導員の講習会を開催し、その育成を図る

とともに、継続的なスキルアップを支援します。また、指導員一人ひとりが活動する

場を提供します。 
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⑥子どもたちに読書の楽しさ・大切さを届ける展示図書を充実します。また、子どもた

ちと家族が読書を通してふれあうきっかけづくりとして、福島うちどくネットワーク

等の協力の下、読書フォーラムや家庭教育に資する講演会等に取り組みます。 

（４）東日本大震災と福島原発事故からこれまでの復旧・復興の過程を風化させ

ず後世に継承するアーカイブ拠点を目指して  

 ①東日本大震災の被災地図書館の責務として、国見町の復旧と復興の取組みを後世に伝

えるため、資料の収集・保存に努めます。また、あらゆる機会の中で積極的に展示す

る等、その活用に努めます。 
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４．事業計画  

事業の実施は、基本的運営方針を踏まえて、具体的な数値目標を設定し、年度ごとに

その事業計画を策定します。計画した事業の達成状況等に関しては、国見町図書館協議

会の評価・意見を聞きながらその点検・評価を行い、その評価結果を公表し、計画の適

切な運用を図ります。なお、図書館サービスの向上を図るため、利用者アンケートを実

施するなど、広く利用者の意見を取り入れます。 

数値目標  

 
実績値 

（令和元年度） 

実施値 

（令和２年度） 

中期目標値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和４年度） 

図書館の利用者数（貸出） ４，６９０人 ４，７５０人 ５，０００人 ５，３００人 

図書館の資料数 ４２，９４９点 ４３，８００点 ４４，６００点 ４５，４００点 

貸出点数 １４，３２０点 １４，４００点 １５，０００点 １５，９００点 

有効登録者数 ２，４１６人 ２，４５０人 ２，４８０人 ２，５００人 

レファレンスサー

ビス 

０件 ３件 ５件 ６件 

 


